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北海道大空町議会

　　　

議
会
だ
よ
り

　11 月２日、東藻琴高校生による恒
例の「裸神輿」が町内を練り歩き、沿
道からは拍手と大きな声援が送られて
いました。

９
月
定
例
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会



一般会計1億2,534万円追加補正 総額89億3,777万円に

●一般会計
１億２，５３４万７千円追加

●国民健康保険事業特別会計
３１万６千円追加

●介護保険事業勘定特別会計
２２万７千円追加

●下水道事業特別会計
５万６千円追加

令和元年度各会計
補正予算結果

９月定例会９月定例会
令和元年令和元年

9月11日・12日9月11日・12日

大空町議会９月定例会は、令和元年度一般会計補正予算などの 補正議案４件、専決処分の承認や条例制定議
案など６件、議会側議案６件を審議しました。
また、平成 30年度決算認定が提案され、「決算審査特別委員会」 で詳細を審議することとしました。

大空町議会９月定例会は、令和元年度一般会計補正予算などの 補正議案４件、専決処分の承認や条例制定議
案など６件、議会側議案６件を審議しました。
また、平成 30年度決算認定が提案され、「決算審査特別委員会」 で詳細を審議することとしました。

網
走
厚
生
病
院
の
脳
神
経
外
科
整
備
に
１
千
２
百
万
円
の
負
担

等
の
立
ち
上
げ
と
運
営
を
業

務
と
し
て
い
る
広
告
制
作
会

社
に
、
情
報
発
信
に
関
す
る

サ
イ
ト
の
企
画
立
案
や
、
サ

ー
バ
等
の
保
守
管
理
業
務
を

委
託
す
る
も
の
で
す
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
網
走
厚
生
病
院
へ
の

脳
神
経
外
科
整
備
事

業
負
担
金
に
つ
い
て
、
概
要

を
伺
い
た
い
。

福
祉
課

参
事

　
　
　
網
走
脳
神
経
外
科
病

院
が
手
術
を
取
り
止

め
た
こ
と
か
ら
、
１
市
４
町

で
対
応
を
協
議
し
、
網
走
厚

生
病
院
内
に
脳
神
経
外
科
を

開
設
す
る
た
め
の
初
期
費
用

と
、
そ
の
後
の
体
制
維
持
に

必
要
な
費
用
を
負
担
を
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
整
備
費
用
に
必
要
な
額
は

全
体
で
２
億
２
千
万
円
と
な

り
、
当
町
は
そ
の
内
の
５
．

５
％
、
１
千
２
百
万
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
体
制
維
持
の
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
債
務
負
担

行
為
の
補
正
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
活
動
報
告

　
平
成
30
年
度
大
空
町
教
育

委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

　
令
和
元
年
災
害
に
お
け
る

道
路
橋
梁
復
旧
費
及
び
河
川

復
旧
費
の
専
決
処
分
が
報
告

さ
れ
、
承
認
し
ま
し
た
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
災
害
の
場
所
と
復
旧

状
況
を
伺
い
た
い
。

建
設

課
長

　
　
　
道
路
の
被
災
は
、
山

園
地
区
の
さ
け
・
ま

す
ふ
化
場
付
近
と
東
洋
地
区

に
な
り
ま
す
。

　
復
旧
状
況
は
、
東
洋
地
区

は
復
旧
し
、
山
園
地
区
は
現

在
工
事
を
発
注
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
河
川
は
、
山
園
地
区
２
河

川
で
河
岸
が
洗
掘
を
受
け
て

い
ま
す
。
10
月
に
復
旧
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

損
害
賠
償
に
つ
い
て

　
古
梅
ダ
ム
畑
地
か
ん
が
い

施
設
に
起
因
し
て
発
生
し
た

漏
水
事
故
に
対
す
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　
大
空
町
臨
時
職
員
等
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
、
大
空
町
女
満
別
空

港
活
性
化
基
金
条
例
の
制
定
、

大
空
町
立
幼
稚
園
入
園
料
及

び
保
育
料
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
可

決
し
ま
し
た
。

各
会
計
補
正
予
算

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、
介
護
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
の
４
会
計
の
補
正
予
算

に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
し

ま
し
た
。

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
情
報
発
信
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
、
発
注

先
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

委
託
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

総
務
課
参
事

　
　
　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
移
住

支
援
金
制
度
の
推
進

の
た
め
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
公
有
財
産
の
購
入
に

つ
い
て
、
経
過
と
必

要
性
を
伺
い
た
い
。

地
域
振
興

課
長

　
　
　
芝
桜
公
園
の
良
好
な

景
観
の
形
成
を
促
進

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り

育
て
て
い
く
た
め
、
隣
接
地

の
北
側
の
土
地
及
び
立
木
を

取
得
す
る
も
の
で
す
。

上
地
議
員
　

Ｑ
　
　
　
芝
桜
公
園
の
隣
接
地

の
立
木
は
、
樹
齢
的

に
も
伐
採
期
に
来
て
い
る
も

の
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
整
備
を
し
て
い

く
の
か
伺
い
た
い
。

地
域
振
興

課
長

　
　
　
カ
ラ
マ
ツ
は
樹
齢
が

50
年
以
上
経
過
し
、

伐
採
期
が
迫
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
計
画
的
に
伐
採
と
植
林

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

要
望
意
見
書

　
３
件
の
要
望
意
見
書
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

健
全
化
判
断

　
平
成
30
年
度
大
空
町
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
令
和
元
年
５
月
か
ら
７
月

ま
で
の
各
会
計
の
現
金
の
出

納
状
況
及
び
基
金
の
状
況
に

つ
い
て
、
検
査
実
施
結
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
漏
水
が
発
生
し
た
状

況
と
、
そ
の
原
因
は

何
か
伺
い
た
い
。

産
業
課

参
事

　
　
　
町
道
を
横
断
す
る
管

の
継
ぎ
手
が
破
損
し

た
も
の
で
、
原
因
は
畑
地
か

ん
が
い
施
設
を
使
用
す
る
際

の
開
け
閉
め
に
よ
る
振
動
や
、

町
道
を
車
両
が
通
る
際
の
振

動
が
長
年
続
い
て
疲
労
と
な

り
、
穴
が
開
き
漏
水
し
た
も

の
で
す
。

工
事
請
負
契
約

　
ひ
が
し
も
こ
と
乳
酪
館
大

規
模
改
修
工
事
の
契
約
締
結

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。改修工事は来年 3月に完成

隣接の山林を取得する芝桜公園

足並みを揃え頑張る中学生（東中運動会）

看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める要望意見書（要旨）
　厚生労働省は看護職員の推計と確保策の中で、看護職員の必要数は 200 万人と試算していますが、「低賃金・
過重労働」の実態は依然として改善されず、人員不足を深刻化させ、患者・利用者の安全や看護の質にも影響を
及ぼしかねない事態になっております。よって、国においては、次の事項を実現するよう要望する。
１　看護師の賃金の底上げをはかり、安全・安心の医療・看護体制を確保するために、全国を適用対象とした看

護師の最低賃金（「特定最低賃金」）を新設すること。

介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める要望意見書（要旨）
　高齢化が進む中、介護従事者の人材確保・離職防止対策は喫緊の課題となっていますが、「低賃金・過重労働」
の実態は依然として改善されず、人員不足を深刻化させ、利用者の安全や介護の質にも影響を及ぼしかねない事
態になっております。よって、国においては、次の事項を実現するよう要望する。
１　介護従事者の賃金の底上げをはかり、安全・安心の介護体制を確保するために、全国を適用対象とした介護

従事者の最低賃金（「特定最低賃金」）を新設すること。

林業・木伐産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める要望意見書（要旨）
　既存の制度や森林環境譲与税を活用し、さらなる森林整備の推進や森林資源の循環利用を進め、林業・木材産
業の成長産業化の実現に向けて、施策の充実・強化を図ることが必要となっております。よって、国においては、
次の事項を実現するよう要望する。
１　森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興と山村における雇用の安定化を図るため、森林

整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安定的に確保すること。
２　森林整備事業の都道府県・市町村負担金の起債を可能とする地方債の特例措置を継続すること。
３　森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長産業化を実現するため、地域の実情を十分に踏まえ、森

林整備から木材の加工・流通、利用までの一体的な取り組みや森林づくりを担う林業事業体や人材の育成に
必要な支援措置を充実・強化すること。

★上記 3件の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

採
択

採
択

採
択
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一般質問一般質問
我が町政を問う

　９月定例会では、３人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しま
した。なお、全文記録（議事録）は、図書館にて閲覧または町議会ホームペー
ジに掲載していますので、そちらをご覧ください。

【後藤　　忍】
１．町営住宅について

議会インターネット中継・録画映像のお知らせ
　議会の情報公開を進めるため、審議状況をインターネット上でラ
イブ映像、録画映像を配信しています。
　傍聴に行けない方など、ご家庭のパソコン、スマートフォン、タブ
レット等でご覧いただけます。

【上地　史隆】
１．大規模停電時の対策について
２．ヒグマの出没について

【三條　幸夫】
１．家庭問題相談窓口の設置について
２．職員の健康管理について
３．大空町文化財の保護について

問
　
　
　
町
営
住
宅
の
入
居
状

況
、
65
歳
以
上
の
入

居
率
と
家
賃
滞
納
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
現
在
５
５
９
戸
の
町

営
住
宅
が
あ
り
、
８

月
末
現
在
で
71
戸
が
空
き
家

と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
修
中

の
住
宅
や
将
来
用
途
廃
止
を

予
定
し
て
い
る
空
き
家
が
10

戸
あ
り
、
こ
れ
を
除
く
と
61

戸
が
実
質
的
な
空
き
家
で
、

入
居
率
は
89
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
入

居
戸
数
は
２
０
７
戸
、
割
合

は
42
％
で
す
。
う
ち
単
身
の

戸
数
が
１
２
４
戸
、
25
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
課
長

　
　
　
町
営
住
宅
使
用
料
等

の
滞
納
状
況
は
、
平

成
30
年
度
当
初
、
28
件
、
４

４
７
万
２
千
円
で
、
収
納
率

は
96
．
８
％
で
す
。

　
８
月
現
在
で
、
19
件
、
３

６
３
万
５
千
円
に
ま
で
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。

問
　
　
　
滞
納
整
理
は
、
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長

　
　
　
債
権
管
理
条
例
を
制

定
し
、
副
町
長
を
ト

ッ
プ
と
す
る
税
等
収
納
率
向

上
対
策
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
滞
納
整
理
、
収
納
率
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
　
　
現
在
、
適
時
に
町
営

住
宅
の
補
修
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
入
居

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

機
能
回
復
で
あ
る
リ
フ
ォ
ー

ム
や
機
能
向
上
で
あ
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、

高
齢
者
等
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

新
婚
世
帯
や
移
住
世
帯
の
方

か
ら
も
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
町
営
住
宅
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
平
成
29
年
３
月
に
町

営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
を
つ
く
り
、
町
営
住
宅
の

建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
、

計
画
的
な
用
途
廃
止
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
一
部
の
団
地

で
結
露
対
策
工
事
、
洋
室
化

工
事
、
断
熱
追
加
工
事
を
実

施
し
、
現
在
そ
の
効
果
に
つ

い
て
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
町
営
住
宅
を
提

供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
そ
こ
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

問
　
　
　
改
正
民
法
が
、
令
和

２
年
４
月
に
施
行
さ

れ
ま
す
。
個
人
根
保
証
契
約

を
締
結
す
る
場
合
、
こ
れ
ま

で
は
保
証
額
に
制
限
が
な
か

っ
た
も
の
が
、
極
度
額
を
定

め
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
が

生
じ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

町
営
住
宅
の
保
証
人
制
度
に

つ
い
て
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
現
時
点
で
は
、
検
討

に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
法
の
趣
旨
や
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、
ま
た
、
北
海

道
や
近
隣
市
町
の
動
向
も
勘

案
し
な
が
ら
方
向
性
を
定
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
　
　
今
後
も
保
証
人
制
度

を
継
続
す
る
場
合
に

は
、
保
証
人
を
２
人
か
ら
１

人
に
す
る
な
ど
、
新
た
な
入

居
者
の
負
担
を
軽
減
で
き
る

方
法
を
模
索
願
い
た
い
。

町
長

　
　
　
最
近
は
、
単
身
高
齢

者
の
方
が
相
当
数
居

る
と
い
う
こ
と
で
、
保
証
人

の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
従

来
よ
り
も
増
え
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
来
年
４
月
に
向
け
、
条
例

改
正
を
本
格
的
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
保
証
人
の
人
数
も
、

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

10月末に完成した中央さくら団地　12月８日（日）に、
道の駅メルヘンの丘
めまんべつで開催
される「オホーツク
豆フェスタ」とても　
楽しみです！　　

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

保証人を２人から１人にする検討を
町長▶その人数も、条例改正の重要なポイント

リフォームとリノベーション
・リフォーム……キッチンや浴室の取替え、外壁やサッシの
取替えなど、住居の機能を回復するため、改築や改装をす
ること。
・リノベーション……リフォームと比べ、大規模な改修工事
を行い、機能を向上させたり、付加価値を与えること。

一口
　メモ
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我が町政を問う 一 般 質 問

皆さんは防災グッズ
を揃えていますか？
生死を分ける時間は
72時間だそうです。
日頃から万が一に
　　備えることは
　　　　大切ですね。

問
　
　
　
２
０
１
８
年
９
月
６

日
未
明
に
発
生
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を
き

っ
か
け
に
、
北
海
道
ほ
ぼ
全

域
が
連
鎖
停
電
す
る
と
い
う

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
発
生
し
、

大
空
町
も
影
響
を
受
け
、
全

域
が
停
電
と
な
り
ま
し
た
。

　
停
電
当
時
、
電
力
が
復
旧

す
る
ま
で
に
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
の
か
。

　
ま
た
、
当
時
の
教
訓
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
本
町
は
震
度
３
を
観

測
し
た
こ
と
か
ら
、

午
前
７
時
に
「
災
害
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
現
状
の
把

握
と
災
害
対
応
に
つ
い
て
、

情
報
の
共
有
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
本
町
の
メ
ー
ル
配
信
は
、

停
電
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

な
く
配
信
が
で
き
ま
し
た
が
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報

発
信
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
役
場
庁
舎
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
、
コ
ピ
ー
機
を
使
っ
た
業

務
が
で
き
ず
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
手
段
の
確
保
と
同
時

に
、
最
低
限
必
要
な
行
政
事

務
の
継
続
性
を
確
保
す
る
た

め
に
、
既
設
の
発
電
設
備
と

は
別
に
、
非
常
用
発
電
設
備

を
整
備
す
る
経
費
を
本
年
度

予
算
に
計
上
し
、
現
在
、
発

注
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

総
務

課
長

　
　
　
町
の
対
応
と
し
て
は
、

停
電
、
水
道
の
利
用
、

学
校
関
係
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
開
設
状
況
等
を
住
民

向
け
に
10
回
の
メ
ー
ル
配
信

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
電
機
を
水
道
施

設
、
役
場
庁
舎
、
避
難
所
な

ど
に
設
置
し
、
役
場
と
総
合

支
所
庁
舎
で
は
携
帯
電
話
の

充
電
対
応
も
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
道

内
１
名
、
道
外
36
名
、
合
計

37
名
の
帰
宅
困
難
者
受
入
施

設
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

　
生
活
状
況
の
確
認
が
必
要

な
高
齢
者
世
帯
の
方
々
に
は
、

訪
問
や
電
話
に
よ
り
確
認
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
停
電
に
よ
り
断
水

と
な
っ
た
12
戸
に
給
水
を
行

っ
た
ほ
か
、
町
内
の
被
害
状

況
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
新
た
な
非
常
用
電
源
の
整

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員
備
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
対

策
業
務
は
も
と
よ
り
、
住
民

票
の
発
行
、
税
務
、
医
療
保

険
、
収
納
業
務
等
が
で
き
る

よ
う
に
、
専
用
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
を
設
置
す
る
電
源
設
備

の
切
り
替
え
工
事
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
網
走
市
の
よ
う
に
、

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を

75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
を

対
象
に
無
料
配
布
し
、
Ｆ
Ｍ

あ
ば
し
り
と
連
携
し
て
自
動

的
に
緊
急
時
に
入
る
シ
ス
テ

ム
も
、
情
報
の
ツ
ー
ル
と
し

て
大
切
と
考
え
ま
し
た
が
、

最
近
は
安
く
、
携
帯
の
充
電

機
能
や
ラ
イ
ト
が
付
い
た
ラ

ジ
オ
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
高
齢
者
の
方
や
低

所
得
者
の
方
に
は
助
成
を
し

て
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
揃
え
て

い
た
だ
く
こ
と
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
ラ
ジ
オ
等
を
配
布
す

る
と
い
う
考
え
方
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
是
非

ラ
ジ
オ
を
購
入
い
た
だ
き
、

併
せ
て
Ｆ
Ｍ
あ
ば
し
り
と
は
、

災
害
時
の
情
報
提
供
発
信
の

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

非
常
用
電
源
の
整
備
と
備
蓄
は

町
長
▼
国
が
目
標
と
す
る
72
時
間
以
上
の
電
源
を
確
保
す
る

問
　
　
　
国
は
、
防
災
中
枢
機

能
を
果
た
す
病
院
、

行
政
庁
舎
、
指
定
避
難
場
所

な
ど
に
つ
い
て
、
自
家
発
電

設
備
の
整
備
を
図
り
、
十
分

な
期
間
の
発
電
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
各
自
治
体
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
が
、
町
の
非
常

用
電
源
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の

能
力
な
の
か
。

　
ま
た
、
燃
料
の
備
蓄
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
国
が
目
標
と
す
る
72

時
間
に
は
届
い
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
役
場

庁
舎
側
に
つ
い
て
は
、
給
油

タ
ン
ク
を
２
基
設
置
す
る
こ

と
で
、
通
信
・
消
防
設
備
稼

働
の
た
め
の
72
時
間
を
し
っ

か
り
と
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
東
藻
琴
総
合
支
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度
に

防
災
機
能
強
化
工
事
を
行
い
、

現
在
は
36
時
間
の
通
信
や
消

防
設
備
の
稼
働
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
72

時
間
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
給
油
タ
ン
ク
を
今

月
中
に
発
注
し
、
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
近
年
は
捕
獲
圧
を
緩

め
た
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
、
人
へ
の
警
戒

心
が
見
ら
れ
な
い
、
人
を
恐

れ
な
い
ヒ
グ
マ（
問
題
個
体
）

が
出
現
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
生
息
頭
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
他
市
町
村

に
お
い
て
は
、
近
年
、
市
街

地
で
も
出
没
情
報
が
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
空
町
の
出
没
状
況
や
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
大
空
町
も
出
没
や
目

撃
情
報
が
増
え
て
い

る
状
況
で
す
。（
下
記
表
）

　

駆
除
に
つ

い
て
は
、
猟

友
会
と
連
携

し
、
箱
わ
な

の
設
置
や
パ

ト
ロ
ー
ル
を

行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

箱
わ
な
は
、

今
年
度
１
基

購
入
し
、
全

部
で
９
基
と

な
っ
て
お
り
、

現
在
６
基
を

設
置
し
て
い

ま
す
。

産
業

課
長

　
　
　
市
街
地
へ
の
ヒ
グ
マ

の
出
没
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
８
月
21
日

の
早
朝
、
女
満
別
の
湖
畔
野

営
場
や
町
道
本
郷
中
央
14
線

で
出
没
、
目
撃
さ
れ
、
通
勤

通
学
の
時
間
帯
と
重
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
猟
友
会
や
警
察
、

町
の
職
員
で
付
近
を
巡
回
し
、

周
辺
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
、

町
民
の
安
全
確
保
に
努
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
ほ
か
の
町
で
も
ハ
ン

タ
ー
の
高
齢
化
な
ど
、

な
か
な
か
担
い
手
を
確
保
で

き
な
い
と
い
う
話
を
聞
く
が
、

町
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

ヒグマの生息頭数調査を行わないのか
町長▶網走市や知床財団と協議を進めたい

る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
東
藻
琴
、
女
満
別
に

猟
友
会
支
部
が
あ
り
、

平
均
年
齢
は
、
東
藻
琴
地
区

が
52
．
５
歳
、
女
満
別
地
区

は
57
．
８
歳
で
す
。
北
海
道

全
体
か
ら
見
れ
ば
、
高
齢
化

の
傾
向
と
い
う
も
の
は
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、

狩
猟
免
許
の
取
得
や
鉄
砲
所

持
の
許
可
に
至
る
費
用
を
助

成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
ハ
ン
タ
ー
に
な

っ
た
方
で
も
、
駆
除
経
験
が

な
か
な
か
無
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
猟
友
会

で
は
、
毎
年
射
撃

の
講
習
会
を
実
施

し
て
会
員
の
技
能

向
上
に
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

箱
わ
な
も
活
用

し
な
が
ら
、
猟
友

会
員
の
技
能
向
上

と
あ
わ
せ
て
、
駆

除
に
あ
た
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
　
　

網
走
市
は
、

知
床
財
団

に
ヒ
グ
マ
の
生
息

頭
数
の
調
査
を
委

託
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
分

析
に
よ
り
、
ヒ
グ
マ
の
個
体

特
定
、
出
没
ル
ー
ト
の
解
明

を
図
る
の
が
目
的
で
す
。
ま

た
、
猟
友
会
や
地
域
住
民
を

対
象
に
し
た
講
習
会
な
ど
も

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
も
網
走
市
と
山
林

が
接
し
て
い
ま
す
の
で
、
正

確
な
デ
ー
タ
と
ル
ー
ト
を
解

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

住
民
へ
の
危
険
周
知
、
箱
わ

な
で
の
捕
獲
技
能
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
も
連
携
し
て
取
り
組
む

考
え
は
あ
る
の
か
。

備えておきたい防災グッズ

町
長

　
　
　
網
走
市
内
で
出
没
す

る
ヒ
グ
マ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
東
藻

琴
地
区
に
生
息
し
て
い
る
個

体
と
同
じ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
網
走
市
を
通

じ
て
知
床
財
団
か
ら
協
力
依

頼
が
あ
り
、
カ
メ
ラ
の
設
置

や
フ
ン
の
提
供
に
協
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ヒ
グ
マ
は
行
政
エ
リ
ア
で

移
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
広
域
で
取
り
組
む
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

網
走
市
、
財
団
と
も
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ヒグマの通り道に設置された箱わな

ヒグマの足跡の発見、目撃による町への通報件数等

年　 度 通報件数 猟友会
出動件数

猟友会
出動人数 駆除頭数

平成27年度 30件 17件 54人 ０頭
平成28年度 41件 15件 34人 ６頭
平成29年度 61件 16件 29人 ８頭
平成30年度 58件 18件 65人 ４頭
令和元年度 32件 ９件 25人 ４頭

（令和元年度の数値は、８月末時点）
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我が町政を問う 一 般 質 問

今回は家庭問題相談窓口、
職員の健康、文化財保護の
３点を中心に質問させてい
ただきました。町民の皆様
の声を出来るだけ取り
　　入れさせていただき
　　　ますので、ご意見を
　　　お寄せください。

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

時
間
を
要
す
る
職
員
が
い
た

と
し
て
も
、
支
え
合
う
よ
う

な
職
場
に
な
る
よ
う
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

町
長

　
　
　
先
日
も
、
２
人
の
職

員
に
注
意
処
分
を
出

し
ま
し
た
。
一
体
ど
こ
に
責

任
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
論
調
が
非
常
に
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
心
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
な
配
慮
も
必
要
で
す
し
、

ま
た
、
職
場
の
中
で
支
え
合

う
と
い
う
、
職
員
研
修
も
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
職
員
の
意
向
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
中

に
は
自
分
自
身
に
関

わ
る
仕
事
の
悩
み
を

伝
え
て
き
た
り
、
職

場
全
体
と
し
て
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
提

案
す
る
内
容
の
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
そ
う
い
っ

た
内
容
も
意
識
し
な

が
ら
、
こ
の
対
応
に

当
た
っ
て
ま
い
り
ま

す
。問

　
　
　
処
分
後
の
フ

ォ
ロ
ー
の
仕

方
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、

結
果
的
に
落
ち
込
む
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　
将
来
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
、
実
行
に
移
す
の
は
職
員

で
す
か
ら
、
大
切
に
し
な
が

ら
行
政
運
営
に
努
め
て
ほ
し

い
が
。

町
長

　
　
　
解
決
の
糸
口
は
な
い

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
は
と
思
う
よ
う
な
こ

と
を
一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

問
　
　
　
家
庭
問
題
相
談
窓
口

の
設
置
に
つ
い
て
、

①
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

大
空
町
に
お
い
て
の
ひ
き
こ

も
り
の
実
態
は
。

②
ひ
き
こ
も
り
や
貧
困
、
介

護
等
の
家
庭
の
問
題
に
、
一

括
し
て
相
談
に
応
じ
る
体
制

づ
く
り
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

　
　
　
ひ
き
こ
も
り
は
、
本

人
や
家
族
だ
け
で
抱

え
て
し
ま
う
な
ど
顕
在
化
し

に
く
く
、
状
況
把
握
が
難
し

い
も
の
で
す
。
た
だ
、
町
と

し
て
全
く
状
況
把
握
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
、

類
似
す
る
状
態
に
あ
る
と
い

わ
れ
る
情
報
を
３
件
把
握
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
町
の
福
祉
課
、

北
海
道
ひ
き
こ
も
り
成
年
相

談
セ
ン
タ
ー
、
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
ま
す
。
窓
口
が
複
数
あ
り

な
が
ら
も
、
そ
れ
を
つ
な
い

で
、
よ
り
よ
い
方
向
へ
導
く

こ
と
が
、
ま
ず
は
大
切
と
思

い
ま
す
。

問
　
　
　
高
齢
の
子
ど
も
さ
ん

が
ひ
き
こ
も
り
で
あ

る
問
題
は
決
し
て
特
別
な
こ

と
で
は
な
く
、
身
近
に
そ
う

い
う
方
が
い
れ
ば
行
政
に
つ

な
い
で
い
た
だ
く
、
そ
の
仕

組
み
が
今
は
ち
ょ
っ
と
足
り

て
い
な
い
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
サ
イ
ン
が
あ
っ
た
と

し
て
も
見
落
と
す
こ

と
な
く
、
関
係
す
る
方
々
が
、

そ
の
解
決
に
取
り
組
む
仕
組

み
を
、
も
う
一
度
関
係
機
関
、

町
が
中
心
と
な
っ
て
確
認
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
窓
口
は
福
祉
課
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
が
張

れ
る
仕
組
み
、
そ
れ
を
拾
い

集
め
て
対
応
で
き
る
仕
組
み

を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
　
　
職
員
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
、

①
職
員
の
職
場
環
境
と
健
康

管
理
は
。

②
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
、

こ
こ
数
年
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
職
員
に
健
康
で
安
心
し
て

働
い
て
も
ら
う
た
め
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

町
長

　
　
　
職
員
の
健
康
管
理
の

た
め
に
基
本
健
康
診

断
、
総
合
健
康
診
断
等
の
ほ

か
、
近
年
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
を
実
施
し
て
お
り
、
何

か
異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

再
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、

平
成
27
年
か
ら
義
務
づ
け
ら

れ
、
う
つ
病
な
ど
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
、
大
空
町
で
は
平
成

家
庭
問
題
相
談
窓
口
の
設
置
を

町
長
▼
皆
で
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
確
立
す
る

27
年
度
に
試
行
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
正
式
に
実
施
を
し

て
い
ま
す
。
本
年
は
６
月
に

実
施
し
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
高
ス
ト
レ

ス
と
判
断
さ
れ
た
職
員
は
24

人
、
17
．
５
％
で
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
専
門
医
師
の

面
接
を
受
け
た
職
員
は
お
り

ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
職
場
内
で
、
１
人

の
職
員
に
事
務
が
集
中
し
て
、

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
　
　
ス
ト
レ
ス
や
病
気
等

で
仕
事
の
ミ
ス
を
し

て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ミ
ス
を
し
た

結
果
と
し
て
処
分
さ
れ
る
と
、

職
員
は
、
１
人
抱
え
込
ん
で

体
調
を
崩
し
た
り
、
退
職
の

道
を
選
択
す
る
事
例
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
病
気
に
な
っ
て
、
回
復
に

問
　
　
　
大
空
町
文
化
財
の
保

護
に
つ
い
て
、

①
文
化
財
保
護
の
現
状
は
。

②
大
空
町
文
化
財
保
護
条
例

に
基
づ
く
、
文
化
財
保
護
審

議
会
の
取
り
組
み
状
況
は
。

③
基
準
を
設
け
、
指
定
す
べ

き
も
の
が
存
在
す
る
と
思
う

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
把

握
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

④
建
造
物
の
保
護
に
向
け
て
、

指
定
す
る
た
め
の
基
準
が
必

要
と
思
う
が
。

教
育
長

　
　
　
女
満
別
石
刃
族
遺
跡

出
土
の
遺
物
が
、
有

形
文
化
財
と
し
て
北
海
道
か

ら
昭
和
43
年
に
指
定
さ
れ
、

ま
た
、
女
満
別
湿
生
植
物
群

落
が
、
天
然
記
念
物
と
し
て

国
か
ら
昭
和
47
年
に
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
単
独
で
指
定
し
て

い
る
の
は
名
木
、
古
木
、
女

満
別
中
央
地
区
に
所
在
す
る

掩え
ん

体た
い

壕ご
う

を
有
形
文
化
財
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
審
議
会
は
現

在
、
学
識
経
験
者
10
名
に
委

嘱
し
、
年
１
回
か
ら
２
回
、

必
要
に
応
じ
て
開
催
し
て
お

り
、
文
化
財
保
護
の
状
況
な

ど
を
把
握
す
る
た
め
調
査
研

修
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
町
内
の
文
化
財
と
価
値
あ

る
財
産
の
把
握
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
文
化
財
保
護
審
議

会
や
郷
土
歴
史
文
化
保
勝
会

の
皆
さ
ん
と
の
事
業
活
動
等

を
通
じ
、
町
内
に
潜
在
す
る

価
値
あ
る
財
産
の
発
見
や
発

掘
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
の
指
定
基
準
に
つ

い
て
は
、
名
木
・
古
木
以
外

の
基
準
は
設
け
て
お
ら
ず
、

ケ
ー
ス
ご
と
に
判
断
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
、
文
化
財
保
護
審
議

会
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
新
た
な
指
定
基
準
を
策

定
し
、
適
正
な
文
化
財
保
護

の
事
務
に
当
た
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
　
　
建
造
物
で
一
例
を
挙

げ
る
と
、
駅
前
に
Ｊ

Ａ
め
ま
ん
べ
つ
で
保
有
さ
れ

て
い
る
石
蔵
倉
庫
が
あ
り
ま

す
。

　
昭
和
初
期
に
建
設
さ
れ
、

長
年
、
女
満
別
農
業
を
支
え

て
き
た
歴
史
的
に
貴
重
な
建

造
物
だ
と
思
い
ま
す
が
、
身

近
に
あ
る
け
れ
ど
、
価
値
に

気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
保
存
す
べ

き
も
の
は
滞
り
な
く
進
め
て

建造物の保護に向けての基準が必要
教育長▶新たな指定基準を策定し、
� 適正な文化財保護にあたる

新年度の予算編成に取り組む職員

職員が健康で安心して働ける
� 環境が必要
町長▶これはと思うことから取り組む

い
た
だ
き
た
い
。

　
ど
こ
か
の
時
点
で
そ
の
価

値
に
気
づ
い
て
、
指
定
保
護

し
な
け
れ
ば
、
大
空
町
に
は

永
遠
に
建
造
物
等
の
文
化
財

は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
。

　
教
育
長

　
　
　
建
造
物
等
文
化
財
指

定
に
至
る
ま
で
の
具

体
的
な
目
安
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
せ
ん
が
、
き
ち
ん
と

し
た
考
え
方
で
、
指
定
に
臨

む
こ
と
が
本
来
の
使
命
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
観
点
で
今
後

も
埋
も
れ
て
い
る
財
産
が
な

い
か
、
皆
さ
ん
と
の
共
同
作

業
の
中
で
、
適
切
な
把
握
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＪＡめまんべつが保有する石蔵倉庫
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平成30年度の決算を認定

平成30年度大空町一般会計・特別会計決算額
会　　計　　名 30年度予算額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引

一 般 会 計 83億5,902万円 83億3,947万円 82億1,498万円 1億2,449万円

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業
特 別 会 計 12億4,390万円 12億5,220万円 12億3,643万円 1,577万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 1億1,399万円 1億1,344万円 1億1,304万円 40万円

介護保険事業勘定
特 別 会 計 7億6,820万円 7億6,837万円 7億4,261万円 2,576万円

介護サービス事業勘定
特 別 会 計 556万円 508万円 537万円 △29万円

簡易水道事業特別会計 2億9,562万円 2億9,661万円 2億9,192万円 469万円

下水道事業特別会計 3億3,391万円 3億3,509万円 3億3,219万円 290万円

個別排水処理事業
特 別 会 計 2,969万円 2,983万円 2,887万円 96万円

一般会計+特別会計　合計 111億4,989万円 111億4,009万円 109億6,541万円 1億7,468万円

《一般会計決算》

消防費
　4億6,476万円（5.7％）

土木費
　7億4,422万円（9.1％）

公債費（借入金返済）
　12億7,970万円
　（15.6％）

災害復旧費
　4,286万円
　　（０．5％）

職員給与費
　11億1,827万円
　（13.6％）

教育費
　12億358万円
　（14.7％）

労働費
　1,182万円
　（0.1％）

商工費
　1億2,769万円（1.6％）

農林水産業費 
　9億1,671万円
　（11.2％）

議会費 5,672万円（0.6％）
総務費
　6億2,498万円（7.6％）

民生費
　10億8,771万円
　（13.2％）

衛生費
 5億3,596万円
 （6.5％）

国や道の
補助金
 11億1,487万円
 （13.4％）

その他の交付金など
　4億2,337万円（5.0％）

町債（借入金）
　9億3,009万円
　　（11.2％）

使用料・
繰越金など
　13億839万円
　（15.7％）

地方交付税
　35億4,572万円（42.5％）

町民税・固定資産税など
  10億1,703万円（12.2％）

自主財源 27.9%

依
存

財
源

　72.1%

歳出総額
82億1,498万円

歳入総額
83億3,947万円

一般会計82億円・特別会計27億円一般会計82億円・特別会計27億円一般会計82億円・特別会計27億円一般会計82億円・特別会計27億円
長期的視野に立っ た財政運営を検証

～各会計　総額109億円の事業の取組みを審議～～各会計　総額109億円の事業の取組みを審議～

平
成
30
年
度
決
算

ちょう き てき し や た ざい せい うん えい けん しょう

　平成30年度の一般会計と特別会計を合算した決算額は、歳入111億4,009万円、歳出109億6,541万
円で、形式収支は１億7,468万円の黒字となりました。
　一般会計の歳入の主なものは、地方交付税や国、道からの補助金など依存財源が全体の72.1％を
占め、自主財源である町税や使用料などは27.9％であり、町財政の大半を国や道からのお金に頼っ
ている状況にあります。
　歳出では、人件費や公債費、扶助費の義務的経費が全体の34.9％を占め、その中でも公債費は
15.6％で増加傾向にあり、健全な町財政維持のため、将来を見据えた長期的で計画的な財政運営が
今後とも必要です。

　※千円以下を四捨五入して表記しています。

沢出好雄委員長

原本哲己副委員長

　９月11日から12日まで開催した第３回定例会で、平成30年度の
決算審査は決算審査特別委員会を設置して審査することとし、沢出
好雄議員が委員長に、原本哲己議員が副委員長に選任されました。
　10月24日には、決算審査特別委員会を開催し、平成30年度の予
算執行及び事業運営を審議しました。
　すべて原案のとおり認定し、12月定例会で沢出委員長から報告を
行います。

決算審査特別委員会
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　平成30年度の一般会計歳入歳出決
算の状況を見ると、29年度に比べ、
歳入は 47.7％ 76億1,704万円の減、
歳出は48.2％ 76億3,705万円の減と
なっており、形式収支は １億2,449
万円の黒字となっている。
　実質公債費比率、将来負担比率等
の計数については、ほぼ横ばいであ
り、長期計画に基づいた財政運営が
行われていることと判断されるが、
国の財政出動の効果による事業の増
加によるものの影響も多く、また、

監 査 委 員 の 意 見

平成30年度の決算における主要な財務分析指標
項　　目 説　　　　明 平成30年度 平成29年度 平成28年度

① 財 政 力 指 数
（３か年度平均）

自治体の財政力上の能力を示す指数。１に近
いほど財政力が強いと判断される。

0.256 0.248 0.244

② 経 常 収 支 比 率

経常的に支払わなければならない経費に、経
常的に収入できる財源を使っている割合。町
の財政の柔軟性を示す指数。70％以内が望
ましいとされる。

92.3% 87.5% 84.8%

③実質公債費比率
自治体の借入金の返済額の大きさを、その自
治体の財政規模に対する割合で表したもの。
（早期健全化基準25％以上）

10.7% 10.3% 10.6%

④ 将 来 負 担 比 率

借入金（地方債）など、現在抱えている負債
の大きさを、その自治体の財政規模に対する
割合で表したもの。（早期健全化基準350％
以上）

算出なし 算出なし 算出なし

平成30年度末　基金（＝町の貯金）と町債（＝町の借入金）残高

項　　目
平成30年度末 平成29年度末 平成28年度末

町民一人当たり 町民一人当たり 町民一人当たり

基　　金
（＝町の貯金）

54億3,738万円 55億4,455万円 55億5,971万円

（約76万円/人） （約76万円/人） （約75万円/人）

町　　債
（＝町の借入金）

151億5,449万円 154億1,910万円 113億5,057万円

（約211万円/人）（約212万円/人） （約154万円/人）

※注１）�「基金」の額は、運用
基金である奨学基金を
除いた額、「町債」の額は、
一般会計分の額

※注２）�町民一人当たりの額は、
各年度の３月末現在の
人口をもとに算出

　　　　⇒�平成30年度末人口：
7,167人

　　　　⇒平成29年度末人口：
7,249人

各
会
計
決
算
の
質
疑
応
答

※③④の指標が早期健全化基準（イエローカード）を超えると財政の早期健全化に向けた計画の策定が義務付けられ、財政運
営上も様々な制約を受けることになります。

　
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

（
３
２
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
交
付
金
の
内
訳
は
。

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
の
10
分
の
７
が
ゴ
ル
フ

場
の
所
在
す
る
市
町
村
へ
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
平
成
30

年
度
は
、
１
万
４
千
３
人
の

利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

葬
斎
場
使
用
料
（
89
万
円
）

　
　
　
　
　
　
葬
斎
場
の
利

用
件
数
と
課
題
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30

年
度
は
88
件
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
、
今
後
、
火

葬
炉
の
耐
火
レ
ン
ガ
等
の
経

年
劣
化
に
伴
い
損
傷
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

点
検
を
実
施
し
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
網
走
市
に
火

葬
場
を
作
る
際
、
大
空
町
民

☆
一
般
会
計
☆

【
歳
　
入
】

三
條
委
員

住
民
課
長

三
條
委
員

住
民
福
祉
課
長

三
條
委
員

も
利
用
で
き
る
広
域
型
で
設

置
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
財
源
確
保
の

た
め
、
広
域
の
施
設
と
し
て

整
備
を
し
た
い
と
網
走
市
か

ら
話
が
あ
り
、
大
空
町
民
、

小
清
水
町
民
は
、
網
走
市
民

と
同
じ
料
金
体
系
で
受
け
入

れ
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
返
還

金
（
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　
こ
の
資
金
は
、

い
つ
貸
付
け
さ
れ
た
も
の
な

の
か
。

町　
　
長

三
條
委
員

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
の

住
居
環
境
を
改
善
す
る
た
め

の
資
金
と
し
て
、
平
成
４
年

に
限
度
額
２
０
８
万
１
千
円

を
貸
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
少
し
ず
つ
返
還
さ

れ
、
33
万
４
千
円
の
残
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
利
子
・
配
当
金

（
７
０
７
万
円
）

　
　
　
　
　
　
基
金
の
運
用

は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
基
金
は
、

町
民
か
ら
お
預
か
り
し
た
大

切
な
公
金
で
あ
り
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
運
用
の
一
方
、

確
実
な
運
用
と
い
う
命
題
も

あ
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
形
で
債
券
化

し
、
運
用
し
て
い
け
ば
良
い

の
か
、
全
庁
的
な
組
織
等
の

検
討
も
含
め
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
対
策
費（
20
万
円
）

　
　
　
　
　
　
企
業
誘
致
は
、

地
道
な
活
動
を
し
な
け
れ
ば
、

実
を
結
ば
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
近
年
、
情

報
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
る

福
祉
課
参
事

松
田
委
員

会
計
管
理
者

【
歳
　
出
】

三
條
委
員

総
務
課
参
事

距
離
感
の
緩
和
や
災
害
な
ど

の
リ
ス
ク
分
散
志
向
も
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

　
空
港
が
あ
る
と
い
う
優
位

性
も
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
誘
致

活
動
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

網
走
刑
務
所
住
吉
作
業
所
用

地
利
活
用
事
業

（
５
１
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
内

容
と
支
援
業
務
の
状
況
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
サ
ル

会
社
と
協
力
し
、
民
間
企
業

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

大
空
町
の
潜
在
的
な
能
力
や

事
業
内
容
に
関
し
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
法
務
省
や
関
係
各

所
と
連
携
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
事
業
を
行
う
か
検
討

し
て
い
ま
す
。

患
者
輸
送
車
運
行
事
業

（
３
２
９
万
円
）

　
　
　
　
　
　
内
訳
と
実
績

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
積
算
の

内
訳
は
、
燃
料
費
、
修
繕
費
、

運
搬
委
託
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
年
間
、
延
べ
１
千
２
０
０

三
條
委
員

総
務
課
参
事

三
條
委
員

住
民
福
祉
課
長

人
か
ら
１
千
３
０
０
人
程
の

利
用
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

（
２
８
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　
ど
う
す
れ
ば

結
婚
に
結
び
付
く
の
か
、
全

国
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
先
進
的

な
事
例
も
勉
強
し
、
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
発
信

事
業
（
５
０
５
万
円
）

　
　
　
　
　
　
広
報
等
の
事

業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
事
業
評
価
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
観
光
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
発

信
や
、
関
連
雑
誌
へ
広
告
記

事
を
掲
載
す
る
こ
と
を
主
な

事
業
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
評
価
す
る
に
は
難
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
方
に
大
空
町
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

三
條
委
員

農
業
委
員
会
事
務
局
長

三
條
委
員

産
業
課
長

街
灯
管
理
費

（
2
，３
０
２
万
円
）

　
　
　
　
　
　
街
灯
は
、
ど

う
い
う
仕
組
み
で
リ
ー
ス
を

し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
街
灯
の
再
塗
装
は
、

ど
の
箇
所
を
実
施
し
た
の
か

伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
民
間
事
業
者

が
事
業
主
と
な
り
行
っ
た
事

業
で
、
町
は
10
年
間
の
リ
ー

ス
契
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
東
藻
琴
の

道
の
駅
か
ら
東
藻
琴
消
防
署

に
至
る
東
藻
琴
８
号
線
沿
線

に
あ
る
街
灯
15
本
の
再
塗
装

を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

三
條
委
員

建
設
課
長

建
設
課
参
事

財源の多くを依存する地方交付税は、
人口減に加え、合併特例期間の段階
的縮減により減少していることから、
国における地方財政計画を注視する
とともに、長期的な視野に立った計
画的な財政運営が必要であり、より
一層の効率的、効果的な経費負担を
図るとともに、町民のニーズを把握
し、求められる住民福祉の向上を図
る事業の推進によって、町民ととも
に健全な財政運営を維持することが
必要であると考える。

決算審査特別委員会

代表監査委員
近　藤　克　郎 氏

平成５年建設の大空町葬斎場

白く再塗装された東藻琴８号線の街灯

1213 大空町議会だより　第54号（令和元年11月）大空町議会だより　第54号（令和元年11月）



教
育
文
化
合
宿
誘
致
事
業

（
８
８
１
万
円
）

　
　
　
　
　
　
合
宿
に
お
け

る
町
内
の
ホ
テ
ル
宿
泊
者
数

は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
団

体
、
延
べ
９
９
６
名
に
宿
泊

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

職
員
研
修
事
業

（
４
１
９
万
円
）

　
　
　
　
　
　
自
主
活
動
研

修
及
び
町
長
随
行
研
修
は
、

ど
の
よ
う
な
研
修
を
行
っ
た

の
か
。

　
　
　
　
　
　
自
主
活
動
研

修
は
、
自
ら
研
さ
ん
を
深
め

る
と
い
う
意
味
で
、
職
員
が

課
題
を
見
つ
け
出
し
、
課
題

の
整
理
に
あ
た
っ
て
先
進
地

三
條
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

生
涯
学
習
課
参
事

上
地
委
員

総
務
課
長

の
視
察
を
す
る
も
の
で
、
５

万
円
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
町
長
随
行
研
修
は
、
町
長

が
企
業
訪
問
、
省
庁
訪
問
を

す
る
際
に
職
員
も
同
行
し
、

現
在
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が

あ
る
の
か
、
課
題
が
あ
る
の

か
を
実
際
に
感
じ
、
自
分
た

ち
の
仕
事
や
、
今
後
の
大
空

町
の
発
展
に
向
け
て
ど
う
結

び
付
け
て
い
け
ば
い
い
の
か

を
検
証
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。

地
域
産
業
人
材
育
成
事
業
補

助
金
（
37
万
円
）

　
　
　
　
　
　
技
能
習
得
に

対
し
、
事
業
主
に
一
部
助
成

を
し
て
い
る
が
、
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
地
域
産
業
の

基
盤
を
支
え
る
人
材
の
確
保
、

育
成
を
図
る
た
め
、
技
術
習

得
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
雇
用
創
出
事
業

（
15
万
円
）

　
　
　
　
　
　
通
年
働
く
独

自
シ
ス
テ
ム
の
調
査
、
検
証

を
行
う
目
的
の
協
議
会
へ
助

成
を
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
地
域
の
労
働

上
地
委
員

産
業
課
長

上
地
委
員

産
業
課
長

力
を
確
保
、
農
産
物
等
の
加

工
品
の
開
発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
確
保
と
い
っ
た
事
業

展
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
体
験
型
観
光
と
し

て
、
地
元
の
資
源
を
活
用
し
、

大
空
町
に
来
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

異
業
種
交
流
事
業（
56
万
円
）

　
　
　
　
　
　
参
加
者
が
固

定
化
し
て
い
る
と
い
う
話
も

聞
く
が
、
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
種
団
体
や

事
業
所
に
参
加
の
お
願
い
を

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

参
加
者
の
確
保
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
も
新
し
い
方
に
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

多
目
的
運
動
広
場
管
理
費

（
２
５
２
万
円
）

　
　
　
　
　
　
昨
年
度
決
算

よ
り
１
０
０
万
円
以
上
増
え

て
い
る
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年

野
球
場
の
照
明
改
修
や
備
品

購
入
に
よ
り
、
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

上
地
委
員

産
業
課
長

上
地
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

生
涯
学
習
課
参
事

古
梅
地
区
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
（
7
，５
５
９
万
円
）

　
　
　
　
　
　
リ
ー
ル
マ
シ

ン
の
修
理
を
し
た
が
、
別
な

箇
所
が
故
障
し
て
い
て
使
え

な
い
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る

が
、
こ
の
事
業
で
修
理
で
き

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
補
助
事
業

も
し
く
は
単
独
事
業
で
対
応

し
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら

は
、
利
用
者
に
問
診
票
を
記

載
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
元
に

受
注
業
者
が
、
そ
の
箇
所
も

修
繕
を
し
て
い
く
対
応
を
と

っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

（
3
，０
７
８
万
円
）

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
就
労

セ
ン
タ
ー
に
は
、
多
く
の
事

業
で
労
働
力
不
足
の
解
消
に

田
中
委
員

産
業
課
参
事

田
中
委
員

大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
近
年
、

所
属
の
方
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。
現
在
、
何
名
の
方
が
所

属
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
登
録
会
員
は
、

平
成
30
年
度
は
女
満
別
地
区
、

東
藻
琴
地
区
合
わ
せ
て
63
名

で
す
。
29
年
度
と
比
較
し
、

18
名
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
外
か
ら
の
労

働
力
、
雇
用
確
保
、
併
せ
て

地
域
へ
の
移
住
定
住
を
進
め

る
と
い
う
対
策
を
講
じ
、
地

域
の
中
の
労
働
力
の
確
保
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

（
２
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　
内
容
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
店
舗
改
修
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
度
か
ら
は
、
店
舗
改
修

に
加
え
、
設
備
投
資
に
も
支

援
し
て
く
こ
と
で
、
事
業
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
ゼ
ミ
事
業

（
１
０
２
万
円
）

　
　
　
　
　
　
内
容
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

福
祉
課
長

町　
　
長

齋
藤
委
員

産
業
課
長

齋
藤
委
員

　
　
　
　
　
　
商
店
の
店
主

が
講
師
と
な
り
、
専
門
的
知

識
、
情
報
を
参
加
さ
れ
る
受

講
者
に
伝
え
、
お
店
の
集
客

力
の
向
上
、
町
の
賑
わ
い
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

女
満
別
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
費
（
7
，５
３
２
万
円
）

　
　
　
　
　
　
執
行
残
の
理

由
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
使

用
が
減
っ
た
た
め
と
い
う
説

明
だ
が
、
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
満

別
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暖

房
以
外
は
ガ
ス
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
調
理
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
り
、
ガ
ス
の
使
用
量
が
異

な
る
た
め
、
当
初
予
算
５
１

８
万
円
が
実
績
と
し
て
４
１

０
万
円
程
度
の
決
算
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

産
業
課
長

齋
藤
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

生
涯
学
習
課
参
事

東
藻
琴
地
区
簡
易
水
道
整
備

事
業
（
5
，４
４
２
万
円
）

　
　
　
　
　
　
新
規
水
源
調

査
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
調
査
の
結

果
、
流
量
は
目
標
よ
り
若
干

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
必
要
水
量
の
予
測
値
が

当
初
よ
り
も
半
分
以
下
で
済

む
と
い
う
結
論
が
出
て
い
ま

す
。

　
調
査
を
行
っ
た
地
点
が
民

有
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
借

地
を
す
る
場
合
は
、
ど
う
い

っ
た
借
地
料
が
妥
当
な
の
か
、

将
来
的
に
撤
去
し
て
現
状
復

帰
が
可
能
な
の
か
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

☆
簡
易
水
道
会
計
☆

後
藤
委
員

総
務
課
長

建
設
課
参
事

職
員
の
作
業
服
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
水
害
等
で
住

民
避
難
と
い
う
形
に
な
っ
た

場
合
、
職
員
が
避
難
場
対
応

に
あ
た
る
と
思
う
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
一
目
で
職
員
だ

と
分
か
る
よ
う
な
作
業
服
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
作
業

服
の
統
一
は
し
て
お
ら
ず
、

職
員
が
個
々
で
作
業
服
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

の
際
に
は
緑
色
の
ビ
ブ
ス

（
ベ
ス
ト
状
の
衣
服
）
を
着

用
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
の

か
も
含
め
て
、
検
討
い
た
し

ま
す
。

地
域
連
携
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
活
用
労
働
力
確
保
事
業
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
学
生
と
受
け

入
れ
る
側
の
農
家
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
報
告

願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
学
生
の
皆
さ

ん
は
、
北
海
道
の
大
き
な
農

場
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う

☆
総
括
質
疑
☆

後
藤
委
員

総
務
課
長

田
中
委
員

産
業
課
長

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
参
加
さ

れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
府

県
で
は
で
き
な
い
経
験
を
し
、

参
加
し
て
非
常
に
よ
か
っ
た

と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
農
家
か
ら
は
、

学
生
の
働
き
ぶ
り
が
大
変
よ

か
っ
た
と
い
う
意
見
や
、
今

後
も
受
け
入
れ
て
い
き
た
い

と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
画
像
が
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
た
が
、
効
果
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ー
ツ

ク
ー
ル
は
、
管
内
18
市
町
村

と
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

で
組
織
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
イ

メ
ー
ジ
戦
略
推
進
委
員
会
の

事
業
で
、
女
子
カ
ー
リ
ン
グ

田
中
委
員

総
務
課
長

総
務
課
参
事

チ
ー
ム
の
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ

を
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
大
使
に
起

用
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　
広
告
換
算
量
で
試
算
し
、

３
千
９
７
７
万
円
の
効
果
が

あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

職
員
の
給
与
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
給
与
費
に
不

用
額
が
出
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
休
職
者
が
い

た
こ
と
や
冬
季
の
風
雪
害
対

応
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

不
用
額
が
出
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
直
営
で
多

種
多
様
な
事
業
に
関
わ
っ
て

い
る
が
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
よ
う
な
介
護
予
防
事

業
体
制
、
事
業
委
託
等
に
つ

い
て
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
将
来
的
に

は
事
業
の
委
託
も
一
つ
の
選

択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
の
介
護
保
険
制
度
や
医

療
保
険
制
度
の
仕
組
み
の
動

き
な
ど
を
見
た
上
で
選
択
し

齋
藤
委
員

総
務
課
長

松
田
委
員

総
務
課
長

福
祉
課
参
事

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

予
算
執
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
予
算
の
執
行

に
あ
た
り
、
予
算
以
上
の
効

果
を
出
す
た
め
努
力
を
す
る

よ
う
、
職
員
に
指
示
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
私
自
身
も
そ

う
で
す
が
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ

自
分
た
ち
が
や
っ
て
き
た
仕

事
を
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
目

線
に
立
っ
て
、
も
う
一
度
、

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
見
極

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
効
果
と
い
う
も
の
を
も
う

一
度
と
私
自
身
も
職
員
と
も

ど
も
見
詰
め
直
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

深
川
委
員

町　
　
長

決算審査特別委員会

リールマシン（大型散水機）

大空町版の顔はめパネル

結果が待たれる新規水源

お
　詫
　び

　来年２月８日に議会報告会・意見交換会を開催し
ます。皆さん是非お越しください。
２／８（土）午後２時　役場１階１号会議室
２／８（土）午後６時　フロックス集会室

議会報告会を開催します！議会報告会を開催します！議会報告会を開催します！　
議
会
だ
よ
り
第
53
号
の

町
民
の
声
に
寄
稿
い
た
だ

い
た
長
谷
川
校
長
の
氏
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

誤
　
長
谷
川
順
子
さ
ん

　
　
　
　
←

正
　
長
谷
川
純
子
さ
ん

熱戦となった合宿交流試合（８月17日）

ちびっこロールケーキ体験（昨年）

役場内に設置された地域包括支援センター
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議　
　
長　
近
藤
哲
雄（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
深
川　
曻

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
田
中
裕
之

委　
　
員　
三
條
幸
夫

委　
　
員　
後
藤　
忍

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
成
立
し
た
ア
イ
ヌ
の
法
律
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
法
律
は
、

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
と
し
て
の
誇

り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
北
海
道
が
応
援
し
て
い
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
と
い
う
作
品
を

図
書
館
で
借
り
て
読
み
ま
し
た
。
明

治
時
代
末
期
の
北
海
道
や
樺
太
を
舞

台
に
、
ア
イ
ヌ
の
隠
さ
れ
た
金
塊
を

探
す
話
で
す
。

　

当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
、
産
業
、

文
化
、神
話
、道
内
各
地
も
出
て
お
り
、

漫
画
な
が
ら
い
つ
の
ま
に
か
引
き
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
に
議
会
を
分
か
り
や
す

く
知
っ
て
も
ら
え
る
架
け
橋
に
な
れ

る
よ
う
編
集
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

（
上
地
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　幼稚園教育に触れ、改めて自分が行ってきた教育
の至らなさを反省する時があります。それは、児童
生徒に無理やり知識や技能を教え込むという教育の
在り方です。幼稚園では身の回りの人や環境と関わ
らせて幼児に「気付かせる教育」を行っています。
何か一つ身に付かせるために、幼児の主体性を尊重
しながら、明確な目標と綿密な内容によって日々の
保育を丁寧に進めています。
　私は職員に、人格の完成の基礎を育むために、的
確な幼児理解と個々に寄り添った保育を求めていま

す。本園は来年秋、建物を移し、認定こども園に移
行されます。地域の皆様に信頼される認定こども園
となるためには、保育教諭の資質と能力の向上が欠
かせません。そして、園の方針を理解し、職員と共
に園の充実発展に連携・協力していただける保護者
が必要です。輝く園は、立派な建物以上に学び続け
る先生と親の熱い姿が必ず見られます。
　女満別地区・東藻琴地区それぞれに子どもたちに
も親や地域住民の皆様にも喜ばれる認定こども園が
まもなく誕生する予定です。

西　村　一　夫 さん
（大空町立女満別幼稚園長）

つながる笑顔 ひろがる笑顔

大空八景

　今年の観光シーズンも多くの来場者で賑わった「ひがしもこ
と乳酪館」（10月1日上地撮影）

生きる力の根っこを
育むこども園
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